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　新年おめでとうございます。皆さま方におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し

上げます。日頃から労福協の運動に対するあたたかいご支援をいただいていることに心から厚く御礼を

申し上げます。

　さて、賃上げを上回る物価の高騰、格差拡大と貧困の深刻化、高齢化と人口の減少、あらゆる職場で

の人手不足等々、働く者・生活する者を取り巻く環境は厳しさを増すばかりであり、このような時だか

らこそ、「支え合い・助け合い」の精神をこれまで以上に大切にしなければなりません。

　労福協がめざす「貧困や社会的排除がなく、人と人とのつながりが大切にされ、平和で安心して暮ら

せる持続可能な社会」が今こそ求められており、引き続き労働団体・福祉事業団体をはじめ会員組織と

の連携を図りながら、その実現に向けた取り組みに力を尽くしてまいります。

　2024 年におきましても、高知県労福協の取り組みへの絶大なるご支援・ご協力をお願い申し上げ、新

年にあたっての挨拶といたします。
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こうち食支援ネット 新年あいさつ
　明けましておめでとうございます。

　日頃より労福協の構成組織の皆様には、「こうち食支援ネット」の諸活動に格段のご支援・ご協力をいただき、

支えていただいておりますことに、心から感謝を申し上げます。

　私たち「こうち食支援ネット」は、多くの方々のお力添えをいただきながら、高知県における食支援の輪の

拡大と充実をめざし、「食材を集める」「食材を活用する」「食支援に携わる方々とつながる」ことを三本柱とし

た取り組みを進めてきています。

　おかげ様で、順調に活動を行うことができ、食支援の輪が広がりつつあるという一定の手ごたえも感じてい

るところです。

　ご寄付をいただいた食材は、2021 年度 15.2t、22 年度 18.7t、本年度は 11 月末現在で約 14t と着実に増加し

ておりますし、フードサポートメンバーとして登録いただいている様々な支援活動を行っている団体は 2023 年

度 11 月段階で 59 にのぼっており、月 1回の食材提供や年末の食材提供も定着してきています。また、提供側

の企業・団体、提供を受け様々な支援活動に取り組む団体、社協や行政など多様な方々が討議を行う交流イベ

ントの開催などを通じて、食支援にかかわる方々相互の連携の強化を図ってきたところです。

　一方で、まだまだ取り組みは不十分であることを実感していますし、多くの課題も明らかになってきています。

　新しい年も、これまで以上に食支援にかかわる方々とのつながりを強めながら、さらなる食材提供者の掘り

起こしなど多くの食材を安定的に確保することと、フードサポートメンバーのニーズに応えることのできる食

材提供のあり方を模索しその具体化をはかることを両輪とした取り組みを進めていきたいと考えています。加

えて、まだまだ高知市など県内中央部エリアの活動にとどまっている状況から脱却していくことや、全国的な

食支援団体などから大量の食材提供の話を受けても対応できない現状を克服していくことなど課題は山積して

います。多くの方々の力と知恵をお借りしながら、大規模保管場所、地域拠点の確保とそれぞれをつなぐ運搬

体制の確立などの新たな課題についても挑戦していきたいと決意しているところです。

　今後ともの労福協の皆様の一層のご支援・ご協力をお願い申し上げ、新年のあいさつとさせていただきます。

本年もよろしくお願いいたします。

こうち食支援ネット　　　　　

理事長　折　田　晃　一　

　2023 年 11 月 15・16 日に佐賀県の（一社）さが・こども未来応援プロジェクト

実行委員会（さがっこ）と意見交換および倉庫内等の視察をさせていただきました。

さがっこの事務所兼倉庫は、佐賀女子短期大学内の２号棟１階の一部を間借りして

おり、大学の会議室をお借りして意見交換会を行いました。お互いの事業内容を報

告し合うなか、さがっこの事業について、深く興味を持ちました。

　一つは、佐賀県が「こどもの居場所」づくりを後押しし、

子どもたちのために活動されている団体等の想いを尊重し子

どもの成長を支えていくことを表明するとともに地域での居場所づくりの拡大と支援の体

制が手厚いことです。また、子どもの居場所づくりのネットワーク形成や拡大に関する県

の委託事業が多数継続されるなど活動の骨格と連携を知る事ができました。さらに、横の

つながりである支援活動を行う他団体同士の連携が強く、まさしく多様性を持った支援活

動だと感じました。

　もう一つは、佐賀市の訪問では、佐賀県の関係部署担当者にも同席していただきました。行政側は、当初子ども

の貧困対策から、現在は経済的な事情は無くても家庭等の居場所がない状況への対応に着手

していること。また、子育ての面での地域のネットワークについて、長く取り組みを継続し

ていく為に県・市町村まちづくり協議会等との連携を強化していくことや多くの子どもの居

場所において、多世代の参加がされている現状等、大変参考となりました。

　こうち食支援ネットでは、他県の取り組み内容を参考に、県下に食支援の輪を広げる活動

を行っていきたいです。

こうち食支援ネットからのお知らせ 『さがっこ』と意見交換＆視察㏌佐賀県



　当協議会では、働くうえで知っておくべき最低限のワークルール、労働者として知って欲しい労働の基本ルール

を身に付けていただける内容として「働く人のためのハンドブック」を作成し、毎年、各高等学校に提供するとと

もにハンドブックをテキストとして、高校や大学、専門学校等で「労働セミナー」を開催しています。

　労働セミナーは、「社会人としてのマナー」「労働契約」「就業規則」「労働時間」「休日」「賃金」や「各種保険」

など、身に付けておきたい知識の修得を目的に実施していますので、学生のみならず会社等の新人研修にも役立

ちます。セミナー実施費用および資料提供を無料としていますので、ご希望の学校や団体等お申込みをお待ちし

ています。

 （お問合せ先）

　◇一般社団法人高知県労働者福祉協議会

　　高知市本町 4丁目 1-32　こうち勤労センタービル 5階　ＴＥＬ088-824-3583　ＦＡＸ088-875-4887

学校名（団体名）

住　　所

Ｔ Ｅ Ｌ Ｆ Ａ Ｘ

ご 担 当 者 受 講 者 数

実施希望日 実 施 時 間

※労働セミナーの内容に関するご希望などについては、事前に打ち合わせをさせていただきます。

労働セミナー講師派遣しています！『働くときに知っちょきたいこと』

　2023年11月9日（木）

～ 10 日（金）徳島県徳

島市「徳島グランヴィ

リオホテル」と鳴門市

「賀川豊彦記念館」で、

中四国９県の地方労福

協、事業団体、労働団

体 74 名の参加で開催、高知県労福協より６名が参加

しました。

講演Ⅰ「防災意識と災害ボランティア活動の重要性に

ついて」【NPO 法人　災害救援ボランティアＶネット

おかやま　有元　純一　理事長】

　災害救援ボランティア活動の経験から、大規模災害

などが発生して「非常事態」に陥った場合、一日も早

い復旧と復興が求められており、行政・自治体が関わ

りにくい個人所有の案件の復旧作業には、災害救済ボ

ランティア活動が欠かせず、お互いに「互近助（ごき

んじょ）」の精神で活動を進めようと提起されました。

　最後に、災害復旧支援活動は 1人の力ではどうにも

ならない。グループでの活動の勧めと、生命と財産を

守るためにこくみん共済 coop の「住まいる共済」へ

の加入、被災後の生活再建に向けてろうきん「災害救

援ローン」の活用を推奨されました。

講演Ⅱ「賀川豊彦と連帯社会　～分断を乗り越える」

【法政大学大学院公共政策研究科　賀川豊彦学校長　

伊丹　謙太郎　教授】

　友愛・互助・平和を求めて闘ってきた賀川豊彦の生

涯は、大衆の生活に即した新しい政治運動、社会運動、

組合運動、農民運動、協同組合運動に注力してきた。

さらに、社会的弱者の救済活動や教育普及活動の推進、

ボランティア活動の先駆者となるなど、現在のあらゆ

る分野に影響力を与えてきた活動の軌跡について紹介

がされました。そして、賀川豊彦思想と実践は、SDGs

との関連でも注目されており、「誰一人取り残さない」

賀川の強い思いと行動力に、今こそ学ぶべきと結ばれ

ました。

　翌日、鳴門市の「賀川豊彦記念館」に移動して、

DVD「昭和偉人伝 21 世紀の日本をグランドデザイン

した男　賀川豊彦」を視聴すると共に藤田進事務局長

から、賀川豊彦の幼少期から学生時代を通して、生涯

にわたる弱者救済や平和運動の原点となるエピソード

とボランティア活動や「助け合いの組織」としての生

協の土台を築いたことなどの説明を受けました。

　各講演と記念館見学で参加者は大変勉強になり、地

域等において今後の活動の広がりを進めて行くことの

契機になったことと思われます。

「支え合い・助け合いで持続可能な地域共生社会を！」
～格差・貧困・排除のない多様性が尊重される社会をめざして～

西部労福協第41回研究集会を開催



25災害の支援活動から
伝える現場力
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